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特集 金融・証券ビジネスとOR  

金利派生商品の時価評価と評価システム ……………… 白川正樹（興銀第一フィナンシャルテクノロジー）  

金融に変革をもたらす大規模シミュレーション ……＝………・ 鳥居秀行（ニューメリカルテクノロジーズ）  

リスクマネジメント高度化の基礎となる金利システムの開発………………‥和合谷興志雄  

クレジット・リスクとクレジット・デフォルト・スワップの評価モデル……青沼君明（東京三菱銀行）  

金融業におけるデータマイニングの応用  

一保険解約の防止分析－  小野 潔（ニッセイ基礎研究所）  

編集後記  

●昨年の4月から編集委員をさせていただいています．  

昨年は編集会議に参加しているだけだったのですが，  

今回特集を担当し，これまでの皆さんの御尽力が身に  

しみて分かりました．まずは先人の方々に脱帽．  

●今回の特集は，「中堅・中小企業における戦略的情  

報化」です．中堅・中小企業を情報化という側面から  

応援する団体，研究機関と企業の方々に執筆をお願い  

しました．まさに，産官学一体となった特集になって  

いるのではないかと思います．この場を借りて，筆者  

の方々の御協力にお礼を申し上げます．  

●近頃，大企業が赤字連続の中で“ヤフー・ジャパン  

の株が6000万円まで高騰”という話題が世間を騒が  

せましたが，ヤフーという米国の会社も最初は従業員  

20人，売り上げ12億で2億円の赤字という中堅・中  

小企業だったそうです．近年の欧米の元気よさは，中  

堅・中小企業の元気から釆ているような気がします．  

欧米，特に米国では中堅・中小企業，いわゆるベンチ  

ヤー企業の元気の良さが目につきます．今は巨大企業  

となったMicrosoft社も最初は中小企業だったこと  

を考えれば，中堅・中小企業の活性化が日本の経済の  

活性化に繋がるのではないかと考えます．  

●“鶏口となるも牛後となるなかれ’’という諺があり  

ますが，英語でも“It’sbettertobe abigfishin a  

littlepondthanalittlefishinabigpond．”と同義の  

諺があるようです．西暦も2000年を迎え，世の中の  

仕組みや制度が急速に変化をしている状況では，大企  

業よりもむしろ中堅・中小企業の方が 時代に応じた商  

品やサービスを提供する上で有利なのかもしれません．  

新しいパラダイムを創出し，世界に通用するベンチャ  

ー企業が日本からもたくさん生まれてくることを期待  

したいものです．我々ORに携わる者も，新しいパラ  

ダイムに乗り遅れることなく，ベンチャー企業を応援  

できるよう日々精進していきたいものです．  
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